


世帯構造が多様化する中、より質の高い介護サービスが求められるように
なってきています。
介護分野で唯一の国家資格である「介護福祉士」の資格を取得することで
介護士としての知識と技術を高め、キャリアアップを図ることができますが、
そのためには介護福祉士実務者研修を修了することが必須となっています。
TAOKAメディケアスクールの実務者研修では、受験資格の取得はもちろん、
介護のプロとして現場で活躍するための幅広い知識と技術を習得し、
専門スキルの向上と介護職でのステップアップを目指すことができます。

TAOKAメディケアスクールの介護福祉士実務者研修では資格取得
を目指す方を全力でサポートいたします。希望者を対象に介護福祉
士国家試験の受験対策講座も実施しています。

訪問介護事業所ではサービス提供責任者の配置が必須となっていま
す。介護福祉士の資格を取得していなくても、実務者研修を修了して
いればサービス提供責任者として働くことができます。

医師や看護師にしか認められていなかった痰吸引や経管栄養などの
医療的ケアの基礎知識を学ぶことができます。
※実際に痰吸引等を行うためには別途実地研修が必要となります。

すでに保有している資格の種類によって免除される科目があり、受講
期間や受講時間数が異なります。また、免除科目の範囲に応じて受
講費用も軽減されます。

入 校 オリエン
テーション

通信学習

スクーリング
修 了 介護福祉士

国家試験 受験

自宅学習で学んだ内容をより実践的に学習できる演習科目です。
TAOKAメディケアスクールではお仕事をしながらでも受講しやすいように、合計9回の演習を
月に2回ずつ、5ヶ月間に渡って分散的に実施するようにしています。

自宅学習は「Web学習」と「テキスト学習」の2つの学習方法からお選びいただけます。

スマートフォンやパソコンを使う方法です。
時間や場所を選ばずに学習でき、解答後すぐに採点
と解説を確認することができます。

〈Web学習〉

教材を使って
自宅学習

スマートフォンや
パソコンで解答

その場で
解答・解説を
確認

解答用紙を郵送する方法です。
採点した解答用紙（解説付き）をお送りしますので、
それを見て復習していただけます。

〈テキスト学習〉

教材を使って
自宅学習

記入した
解答用紙を郵送

返送された
解答・解説を
確認

どちらの学習方法を
選ばれても・・・

●テキスト教材をお渡しします　●受講料金は変わりません
●主任教員が進捗状況を確認します　●質問・相談にお応えします

研修科目

履修時間と方法 有資格者別受講必修科目

無資格者 初任者研修
訪問介護養成研修

3級 2級 1級
介護職員
基礎研修時間数 履修方法

人間の尊厳と自立

社会の理解Ⅰ

社会の理解Ⅱ

介護の基本Ⅰ

介護の基本Ⅱ

コミュニケーション技術

生活支援技術Ⅰ

生活支援技術Ⅱ

介護過程Ⅰ

介護過程Ⅱ

介護過程Ⅲ

発達と老化の理解Ⅰ

発達と老化の理解Ⅱ

認知症の理解Ⅰ

認知症の理解Ⅱ

障害の理解Ⅰ

障害の理解Ⅱ

こころとからだのしくみⅠ

こころとからだのしくみⅡ

医療的ケア

医療的ケア演習
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通信

通信

通信

通信

通信

通信

通信

通信

通信

通信

面接（7日間）

通信

通信

通信

通信

通信

通信

通信

通信

通信

面接（2日間）

介護福祉士国家試験は毎年1月に実施されます。 受験を希望する場合は実務者研修を受講する必要があります。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月4月入校コース
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月7月入校コース
7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月10月入校コース

入校
お申し込み
受付期間

通信学習

スクーリング

■ 介護の基本Ⅰ
■ 介護の基本Ⅱ
■ コミュニケーション技術
■ 生活支援とICF

■ 住環境の整備と
 福祉用具の活用、
 ボディメカニクス
■ 介護技術の基本

スクーリング

■ 基礎的理解
■ 展開の実際

■ アセスメント①
■ アセスメント②

スクーリング

■ 計画の立案
■ 実施・評価

■ 介護計画に基づいた
 介護技術の実践

スクーリング

■ 実技評価試験
■ 講評・総まとめ

■ 喀痰吸引の
 ケア実施の手引き

スクーリング

■ 経管栄養の
 ケア実施の手引き
■ 救急蘇生法の手引き

国家試験
対策講座 対策講座申込 受付期間 対策講座  第1回 対策講座  第2回・第3回 対策講座  第4回 国家試験






